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概要概要概要概要    

近年、日本のサッカーはすさまじい発展を遂げている。特に日本代表は 1998年のワール

ドカップ（以下 W 杯とする）初出場をきっかけに、2010 年までに 4 回連続出場を決め、

2002年と 2010年にはベスト 16という結果も残している。そして来年の 2014年のブラジ

ルW杯には予選突破第一号となった。日本代表戦は普段サッカーを見ない人達でさえ視聴

し、ビデオリサーチによると（1）W 杯の日本戦の平均視聴率は軒並み 40％を超えており、

2002年 6月 9日に放送された日本対ロシアの平均視聴率は 66.1％という驚異的な数字を記

録した。このように日本のサッカーは順調に歩みを進めているようにみえる。 

 しかし、日本代表の活躍の一方で J リーグの低迷という大きな問題がある。近年日本代

表選手の多くは欧州などの海外へ挑戦しマンチェスター・ユナイテッドの香川信司やイン

テル・ミラノの長友佑都など数年前には考えられなかったようなビッグクラブへの加入も

行われている。一方で国内組と呼ばれるＪリーグ所属の日本代表選手は年々少なくなって

おり、Ｊリーグの注目度も下がっているように感じる。 

そこで、今年でＪリーグ開幕 20周年という記念すべき年にＪリーグを復活させるにはど

のようなことをするべきなのかを考えていく。第 1 章ではＪリーグの歴史や現在の状況・

課題。第 2 章では現在話題になっている２リーグ制について。第 3 章ではＪリーグのクラ

ブ経営について。第 4 章ではＪリーグのモデルにもなったブンデスリーガについて考え、

Ｊリーグはどのようにするべきか考えていく。また、3 章ではデータを使った分析を行い、

異なった視点からもＪリーグの復活について考えていく。 
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第第第第1111章章章章    背景背景背景背景    

1.1 Ｊリーグの歴史 

 まずどのようにＪリーグという組織ができたのかについてみていく。2013J.LEAGUE 

PROFILE によると（2）、日本にＪリーグができる前には、アマチュアのリーグである日本

サッカーリーグ（ＪＳＬ）というものが存在していた。そこでＪＳＬが 1988年に（財）日

本サッカー協会（ＪＦＡ）に「日本サッカーリーグの活性化案」を提出した。そしてＪＦ

Ａが「プロリーグ準備検討委員会」を設置し、1991年に「社団法人日本プロサッカーリー

グ」が設立された。初代チェアマンには川淵三郎・現日本サッカー協会名誉会長が就任し

た。このようにして、1993年に日本プロサッカーリーグ（Ｊリーグ）が発足した。ちなみ

に、1992 年にはＪリーグの前哨戦となるＪリーグヤマザキナビスコカップが開催され、

2013年にこの大会は「同一企業の協賛で最も長く開催されたプロサッカーリーグの大会と

してギネス世界記録に認定（3）」された。 

次にＪリーグのルールの変化についてみていく。現在と大きく異なる点は、2ステージ制

とＶゴール方式である。2ステージ制については第 2 章で扱うので、ここではＶゴール方式

についてみていく。 

Ｖゴール方式とは、「日本ではＶゴール、国際的にはゴールデンゴールと呼ばれていたも

ので、90 分間で勝敗が決しなかった場合、延長戦においてどちらかのチームが得点した時

点で試合が終了となり、得点をあげたチームが勝者としていたもの（4）」である。なぜＶゴ

ール方式を採用したのかというと、Ｊリーグの開幕前はサッカーの人気は今よりも低く、

なかなか点が入らない・引き分けが多いという理由が多かったため、「引き分けをなくして

劇的なゴールシーンをつくることで多くの人々にサッカーに関心を持ってもらおうと（4）」

いう理由で、また「引き分けで終わるのではなく、それぞれの試合にあくまで決着をつけ

ることでファンを引きつけようという考え方から生まれ（5）」、採用された。このＶゴール方

式はもともと延長サドンデス方式と呼ばれていたが、サドンデスというのは英語で sudden 

death(突然死)を意味し、ふさわしくないとして 1994 年にＶゴール方式という名称に変更

された。しかし、「サッカーの浸透度や引き分けの価値が認知されたこともあり、Ｊ2 リー

グでは 2002 年に、Ｊ１では 2003 年から廃止（4）」された。 

最後にクラブ数の変化についてみていく。Ｊリーグが始まった時、浦和レッドダイアモ

ンズ、ヴェルディ川崎、鹿島アントラーズ、ガンバ大阪、サンフレッチェ広島Ｆ．Ｃ、ジ

ェフユナイテッド市原、清水エスパルス、名古屋グランパスエイト、横浜マリノス、横浜

フリューゲルスの 10 クラブがＪリーグに参加し、このクラブはオリジナル 10 と呼ばれて

いる。Ｊリーグ開幕の翌年である 1994 年にはベルマーレ平塚とジュビロ磐田が加入し 12

クラブとなった。その後 1995 年に柏レイソルとセレッソ大阪、1996 年に京都パープルサン

ガとアビスバ福岡、1997 年にヴィッセル神戸、1998 年にコンサドーレ札幌が加入し 18 ク
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ラブとなった。1999 年に横浜マリノスと横浜フリュゲールスが合併し横浜Ｆ・マリノスと

なり、さらに新たに 9つのクラブが加盟し、ディビジョン 1（Ｊ1）16 クラブとディビジョ

ン 2（Ｊ2）10 クラブの 1・2 部制が始まった。その後、様々なクラブの加入などにより、

2013 年の現在ではＪ1・18 クラブ、Ｊ2・22 クラブで開催されている。そして、2014 年に

は現在の日本フットボールリーグ（ＪＦＬ）に代わってディビジョン 3（Ｊ３）が創設され

る予定だ。 

 

 

1.2 Ｊリーグの現状と課題 

 このような形で現在のＪリーグは存在しているのだが、それではＪリーグの現状はどう

なっているのだろうか。まずＪクラブの経営状態についてみていく。Ｊリーグによると（6）、

12 年度のＪ1・１クラブ当たりの平均営業収入は 31 億 5200 万円で前年より 8％増加して

いる。Ｊ2・1クラブ当たりの平均営業収入は 9億 3600万円で前年より 8％減少している。

Ｊ1 の赤字クラブは前年の 8 クラブから 5 クラブに減少し、Ｊ２も前年からクラブ数が 2

クラブ増えたにも関わらず、赤字クラブは 10クラブから 7クラブに減少している。このよ

うな結果から、Ｊリーグの経営状態はある程度改善しているといってよいだろう。 

 次に入場者数の変化についてみていく。（図表 1-1）は年度別平均入場者数をあらわして

いる。ちなみに、Ｊ2 のグラフが 99 年から始まっているのは 1.2Ｊリーグの歴史で書いた

ように、Ｊ２ができたのが 99年だからである。Ｊ1のグラフを見てみると、94年をピーク

に 00年ごろまでは下がり続けていたが、それ以降は持ち直している。11年には震災の影響

もあり大きく減少したが、12年には再び持ち直している。Ｊ2のグラフは平均的にＪ1より

も下にあり 5000人から 7500人程度の場所で推移しているが、安定した入場者数を記録し

ている。 

この結果には驚いた人もいるのではないだろうか。なぜなら近年Ｊリーグ人気の低迷が

問題となっており、Ｊリーグの平均入場者数も年々減少していると考えている人も多いと

思われるからである。しかし実際は、増加はしていないもののほぼ横ばいを維持しており、

それほどＪリーグ人気の低迷は入場者数の面からは見られなかった。 
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（図表 1-1）年度別平均入場者数 

 

（出所：2013J.LEAGUE PROFILE） 

 

 ではＪリーグの放送数の面からみてみると、どうなっているだろうか。(図表 1-2)と(図表

1-3)は J1と J2のリーグ戦放送数をあらわしている。両方のグラフとも合計だけをみると、

順調に放送数を増やしているようにみえる。しかし他のグラフをみると、合計のグラフが

上昇している要因は、ほとんどが CSでの放送数が増加したことである。他のグラフ、つま

り全国ネットでの放送や BS・地上波ローカールでの放送はほとんど変化がないか、または

減少しているのである。つまり、Jリーグの放送を見るには CSなどの有料放送に加入しな

ければ、地元の Jリーグが行っている試合も見られないという状況になっているのである。

この状況は Jリーグにあまり興味がない人や、少し興味があるので試合を見てみたいと考

える人にとって、Jリーグに関わるハードルが高くなったのではないかと感じる。そのため

Jリーグを見る機会が得られず、新規のサポーターがなかなか増えないために（図表 1-1）

のように観客数が横ばいになっているのではないだろうか。これは他のデータからも言う

ことができる。(図表 1-3)（7）のグラフは観戦者の年齢分布を示している。これをみるとわか

るように、例えば 2001年には 11～18歳の層は 12%で 50歳以上の層は 8.3%だった。しか

し 2012年には 11～18歳の層は約半分の 6.5％に減少し、50歳以上の層は 2倍以上の 21.4％

に増加している。もちろん日本は少子高齢化の問題が深刻であり、純粋に新規の特に若い

サポーターがこのデータだけで減っていると決めることはできないが、Jリーグのサポータ

ーの高齢化も今後の Jリーグを考えていくうえでは重要な問題である。 
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(図表 1-2)Ｊリーグ（リーグ戦）放送数（Ｊ1） 

 

（出所：2013J.LEAGUE PROFILE） 

 

(図表 1-3Ｊリーグ（リーグ戦）放送数（Ｊ2）) 

 

（出所：2013J.LEAGUE PROFILE） 
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(図表 1-3)年齢分布の推移（リーグ平均） 

 

（出所：Jリーグ スタジアム観戦者調査 2012 サマリーレポート） 
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第第第第2222章章章章    2222 ステージステージステージステージ制制制制    

 

2.1 ２ステージ制とは 

このように J リーグ人気が伸び悩んでいる中、近年 J リーグについての話題で最も大き

かったのは 2ステージ制についての話題ではないだろうか。2013年 9月に 2ステージ制が

決定されたにもかかわらず、11 月の現在には変更を検討しているというように、なかなか

結論が出ない問題である。なぜ 2 ステージ制はこれほど大きな話題となり、サッカー協会

がなかなか結論を出せないほど難しい問題になっているのだろうか。この章では、2013年

11月現在に議論されている 2ステージ制のメリット・デメリットや Jリーグでの導入の歴

史などを記載し、2リーグ制の導入時と非導入時の時の違いを、分析方法を利用して検証し

ていく。 

そもそも 2ステージ制とはどのようなものなのだろうか。Jリーグの公式サイトで 9月に

発表された情報によると(8)、2015シーズン以降の J1リーグ戦大会方式を、現在の 1ステー

ジ制ホーム＆アウェイ方式の総当たりリーグ戦から、2ステージ制に変更することに決定し

た。具体的には、J1 の 18 クラブによる 2 ステージ制リーグ戦および、スーパーステージ

とチャンピオンンシップという大会方式である。これは、まず両ステージでホーム＆アウ

ェイを 17試合ずつ行い、年間勝点 1位のクラブはチャンピオンシップへ行き、各ステージ

の 1位と 2位のクラブはスーパーステージへ進出する。そのあと、(図表 2-1)のようにスー

パーステージでは各ステージの上位 2 クラブによる、ノックアウト方式のトーナメント戦

を行い、2回戦で勝利したクラブがチャンピオンシップに進出する。そして、チャンピオン

シップで勝利したクラブが年間優勝ということになる。なお、各ステージの上位 2 クラブ

の中に年間勝点 1位のクラブが含まれる場合などは今後決定することになっている。 

 

(図表 2-1)スーパーステージおよびチャンピョンシップ 

 

（出所：J LEAGUE 2015年シーズン以降の J1リーグ戦大会方式について） 
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2.2 ステージ制の歴史とメリット・デメリット 

では、今まで Jリーグはどのような大会方式だったのだろうか。Jリーグによると(8)、J1

の場合、1993 シーズン～1995 シーズンまでは、各ステージ 2 回戦総当たりの 2 ステージ

制とチャンピオンシップ。1997 シーズン～2004 シーズンは、各ステージ 1 回戦総当たり

の 2ステージ制とチャンピオンシップ。そして、1996シーズンと 2005シーズン～現在ま

では、2回戦総当たりの 1ステージ制であるとしている。 

このように J リーグの大会方式は変化してきたのだが、なぜＪリーグは 2 ステージ制を

採用したのだろうか。サッカーキング（9）によると、Jリーグの開幕した当初、1993年頃は

今のようにサッカーがメジャーなスポーツではなく、ファンを自然に集められるとは考え

られなかった。そこで求められたのはわかりやすさであり、例えば 1.2 で記載した V ゴー

ル方式や、チーム数を 10チームに絞り込んだのもその典型例である。2ステージ制にした

のもそうした理由であり、夏と冬に前期王者と後期王者が決まり、その後チャンピオンシ

ップが行われる方式だった。これは、2度の優勝決定という盛り上がりをつくり、誰でもわ

かりやすい日本一決定戦をつくることで、注目を浴びメディア露出を増やすことができる。

このように、わかりやすさと、関心を煽るという 2 つが大きなメリットがあったので 2 リ

ーグ制を導入したのである。 

しかし、当初から 2 ステージ制への疑問も根強くあった。それは、前期王者が後期にモ

チベーションが低下するというなどのようなデメリットや、欧州サッカーは 1 リーグ制が

一般的であり、そのようなサッカー先進国から逸脱した大会方式に対する後ろめたさのよ

うなものであった。その後、チーム数の増加にともなって前後期 2 回戦ずつの試合を行う

ことが困難となり、1996年には 1シーズン制を実施している。しかし、降格制度が存在し

ない当時は、負けても J2に落ちる心配がなく、優勝争いから脱落したチームの消化試合が

劇的に増加してしまい、リーグの人気低下を招いてしまった。その結果、1997年には 2ス

テージ制に戻ることになった。 

その後、2000年には柏レイソルが年間総合勝点で 1位になったにもかかわらず、前後期

ともに優勝を逃しチャンピオンシップに出場できないという事態も起こり、2ステージ廃止

論が出始めてきた。2005年には Jリーグは 2ステージ制を廃止し 1シーズン制を再導入す

ることに決めた。理由は 1 ステージ制にすることにより、欧州などのサッカー先進国に基

準を合わせる「世界基準」ということであったが、実際は J1 のチームを 18 チームに増や

して試合数を多くすることによって、チャンピオンシップ廃止によって失われた収入を補

填しようという考えだった。しかし実際は、(図表 1-2)と(図表 1-3)のグラフを見てわかると

おり、チャンピオンシップという視聴率を取れる試合がなくなったこともあり、地上波 TV

局での露出は急激に減少していくこととなった。地上波 TVに露出する機会が減ることによ

って、スポンサーのメリットが少なくなり、Jリーグの収入が減る要因にもなってしまった。 

このように 2 ステージ制には、注目される試合が増え、新たなスポンサーや、好条件の

テレビ契約がもたらされることによって、収入が増加するというなどのメリットもあるが、
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別の問題もある。例えば、負けた方が得になってしまうという問題が goal.comで指摘され

ている（10）。仮に、第 1ステージで 1位が Aクラブ、2位が Bクラブとなったとする。第 2

ステージの最終戦を前に年間勝点の 1位が Aクラブ、勝点 2ポイント差で Cクラブが 2位

にいるとする。最終節は Aクラブと B クラブ、Cクラブと Dクラブが試合を行うとする。

ここで問題は、Aクラブが年間総合 1位としてチャンピオンシップの出場権を獲得すると、

第 1ステージで優勝した Aクラブの枠が Bクラブに繰り上げられて、スーパーステージの

準決勝をホームで戦うことができるという点である。つまり、B クラブが最終節で A クラ

ブに勝つと、Cクラブが勝った場合 Cクラブが年間勝点 1位となり Bクラブは第 1ステー

ジ 2位でスーパーステージに進出することになる。しかし、Bクラブが最終節で A クラブ

に負けると、C クラブの勝敗に関わらず A クラブは年間勝点 1 位になり、B クラブは第 1

ステージ 1 位に繰り上がり、ホームで試合をすることができるということである。実際こ

のようなことになるかは、今後のルールによって変わるのだが、わざと負けるというフェ

アプレーに反する行動は好ましいものではない。このような状況をつくらないようにする

ということが、2ステージ制にする場合の 1つの課題である。 

 

 

2.3 サポーターの意見 

 2ステージ制にはこのようにメリット・デメリットがあるため、賛否両論があるのは当然

であるが、2ステージ制がこれほど話題になったのはサポーターがスタジアムで横断幕を 

掲げたことが大きいのではないだろうか。サッカー専門新聞 ELGOLAZOが 2 ステージ制

の是非を問うためにおこなったアンケートによると（11）、回答総数は 3561 件であり、性別

と年齢層は、（図表 2-1）と（図表 2-2）のとおり、男性が 74.6％、女性が 15.1％、年齢層

は 20代～40代が約 90％を占めていた。（図表 2-3）にはこのアンケートの結果を示した図

でるが、賛成が 1約％なのに対して、反対が約 96％と圧倒的な差で反対の意見が多かった。 

この結果は、サッカー専門紙が行ったアンケートである。特にこのアンケートに参加し

た人は 2 ステージ制に強い関心がある人が多いと考えられるので、一概にこの結果がその

まま一般のアンケート結果とは言えないかもしれない。しかし、それだけ 2 ステージ制に

対して反対するサポーターが多いともいうことができる。サポーターがスタジアムで横断

幕を掲げたのも、Jリーグがサポーターの意見に全く耳を傾けず 2ステージ制を決定したと

いうことが背景にあると考えられ、そのような不満が今回のアンケートに反映されたよう

に思える。賛成の理由で多かった回答は、チャンピオンシップ開催により、地上波での露

出・観客数の増加・収益の増加が見込めるというチャンピオンシップによってもたらされ

るメリットがトップ 3を独占していた。一方、反対の理由は、2ステージ制は世界基準では

ないからなどの意見もあったが、多かった意見は、年間で一番勝点を取ったチームが優勝

できない可能性があり、不公平感があるといった意見や、観客増加につながるかの根拠が

不透明などの意見であった。回答者は 2 ステージ制にすることに対する根拠をもっと詳し
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く発表して欲しかったという結果であり、Jリーグは独断で決めてしまわずに、サポーター

や関係者に説明会を開催するなど丁寧に対応を行っていれば、このような大きな問題にな

らずに済んだかもしれない。 

 

（図表 2-1）アンケートに回答した性別 

（出所：ELGOLAZO ） 

 

（図表 2-2）アンケートに回答した年齢層 

 

（出所：ELGOLAZO ） 
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（図表 2-3） 2ステージ制に賛成ですか？反対ですか？  

 

（出所：ELGOLAZO ） 
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第第第第3333章章章章    JJJJ リーグリーグリーグリーグの経営の経営の経営の経営    

J リーグが始まって 20 年。この 20 年間に成功したクラブや消滅したクラブなど、様々

なクラブがある。そこで、この章では J クラブの成功した例と失敗した例をあげ、その後

のデータ分析の結果をふまえながら今後のクラブ経営について考えていく。 

 

  

3.1 成功例～セレッソ大阪の場合(12)～      

 ここでは、2000 年から J リーグのセレッソ大阪で、2006 年からはプロ野球の日本ハム

ファイターズで社長職についた経歴を持つ藤井純一（以下藤井）という人物について書い

ていく。藤井は 2012年時点で、プロサッカークラブとプロ野球クラブの両方で代表の座に

就いた唯一の人物である。そして、セレッソ大阪と日本ハムファイターズの両方を黒字に

転換させた実績がある。 

 J1 に在籍する 18 クラブの中で、黒字決算を発表したクラブは、2010 年度で 8 クラブ、

2011 年度で 10 クラブである。近年、経済が回復してきていると言われているが、いまだ

に不況が蔓延している昨今において、プロスポーツクラブを黒字経営で維持させるのは容

易なことではない。 

 藤井は、プロスポーツクラブを黒字経営させるには、1.ビジョンを持つ、2.組織を改革す

る、3.観客を増やすという 3 つの原則を掲げた。まずは、「ビジョン」について。それは、

「勝っても負けてもスタジアムに客を入れろ」・「スター選手で客を集めるな」ということ

である。つまり、過去の実績や順位に関係なく、常にファンがスタジアムに足を運んでも

らえるようなクラブをつくることを目指した。「勝ち負けに関係なくファンが魅力を感じる

クラブ」とは、プロスポーツクラブにとって理想的な形であるが現実的でもあり、なおか

つわかりやすく伝わりやすい。優良な企業には必ず明確なビジョンがあり、それを全体ま

で共有することが企業経営の鉄板である。 

 2つ目は組織改革である。藤井が行ったのは、組織の形態を「縦割り」から「横割り」に

変更したことである。縦割りの組織は命令が伝達しやすいというメリットがある。しかし、

トップから現場までの距離が遠く、スピード感が失われてしまい、また各部門における自

主性を促すのも難しい。一方、各部門に決定権と責任を振り分ける横割りの組織には、自

主性とスピード感が生まれるのである。各部門の統制を取るのが難しいというデメリット

があるが、ビジョンがしっかりしていれば組織全体の方向性がぶれることはない。藤井が

セレッソ大阪の社長に就任する前、クラブは出資元の複数企業から出向社員を受け入れて

いたが、これを排除して、正社員だけで組織を構成することにより責任感を持った社員の

育成を促した。また、組織の一体感を向上させるため、社員の部署間異動を活発化させ、

その結果、過去に事業部に所属したことのある経理部の社員が自ら進んで手を貸すような
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風潮が生まれた。チームワークを出しやすい環境ができたのである。 

 3 つ目は観客を増やすことである。クラブの収入源は主に「観客動員収入」「グッズ販売

収入」「放映権収入」「スポンサー収入」と 4 つに分類される。その中で最も重視したのが

観客動員収入だった。藤井はクラブの価値を上げるには、一人でも多くのお客様に愛され

るクラブであることが大事であると考え、お客様が増えれば観客動員収入が増え、結果と

して放映権収入やスポンサー収入も増える。よって集客力を増やすことが大切であり、そ

のために地域に密着した活動をすることが大事であると考えている。セレッソ大阪での一

例としては、チケット販売の手段が限られていた当時、スタジアム近隣でチケットを手に

入れる方法は限られていた。そこでスタジアム近隣でチケットを販売してもらえる店を探

し、その結果地元のガソリンスタンドや喫茶店などがチケットを売ってくれるようになっ

た。このような地域密着促進活動が地元への PRにつながるのである。 

 

 

3.2 失敗例～横浜フリューゲルスの場合(13)～ 

 1.2 で述べた通り、J リーグの 20 年の歴史の中で、唯一消滅したクラブが横浜フリュー

ゲルスである。ここではなぜ消滅したのかを考え、将来このようなクラブを生みださない

ために何をするべきかを考えていく。 

 横浜フリューゲルスは、Jリーグの前身である日本サッカーリーグ時代から「全日空」に

ゼネコンの佐藤工業が共同出資するという形でスタートしたクラブであった。最初は「AS

（ANAと SATO）フリューゲルス」という名称だったが、Jリーグが発足されるにあたり、

地域名＋愛称をチームの名称とする Jリーグの方針に従い、「横浜フリューゲルス」という

名称にとなった。航空会社の ANAが母体となっていることもあり、神奈川県の横浜市をホ

ームタウンとしながらも、鹿児島、熊本、長崎の九州 3 県も「特別活動地域」として認め

られるという変わった形でスタートした。しかし、横浜市には「横浜マリノス」があり、

サッカーといえばマリノスであるというイメージが定着し始めていた。一方フリューゲル

スは特別活動地域もあり、横浜市に定着しきれていなかった。このことが、結果的にクラ

ブ経営を苦しくさせる一因となってしまった。 

 1998年には、長引く不況の影響で佐藤工業が営業不振に陥り、クラブ経営からの撤退を

表明した。ANAもまた赤字で経営見直しを迫られ、フリューゲルスの継続は困難な状況に

なってしまった。Jリーグ設立時の理念は、企業に頼らず、地域に根ざしたクラブを育てる

ということだったが、実際は大企業に頼る形は全く変わっていなかった。結果、10 月 29

日に Jリーグは臨時理事会を開催し、横浜マリノスに吸収合併されることが決定した。 

 その後、現在まで横浜フリューゲルス以外に消滅したクラブはない。それは、経営団体

の交代などはあっても、クラブ自体は存続するという形が生まれたからである。また、Jリ

ーグの理念としている地域に根ざしたサッカークラブというものが、日本に浸透してきて

いる結果でもある。 
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3.3 データ分析 

3.3.1 データ分析の目的 

 このように、成功したクラブや失敗したクラブなどがある。その中、クラブが成功する

ために一番重要なのはサポーターであり、スタジアムに足を運んでくれる観客であろう。

そこでここでは、観客動員数と関連しそうな要因の相関関係、理想的なクラブができた場

合の観客動員数の予測値、各クラブの観客動員数が何によって最も影響されているかなど

を分析していく。 

 分析の手順としては、1.分析の対象とデータの項目の説明、2.データ分析の方法、3.デー

タ分析の結果とそれに基づく考察の 3つの手順によって進める。 

 

 

3.3.2 データ分析の設定 

 観客動員数ができるだけ同じ条件で比較するために、2013年シーズン Jリーグディビジ

ョン 1に所属していた18チームを分析の対象にする。今回の分析を行うために、（図表 3-1）

のデータを利用した。 

順位は、応援しているクラブの順位によって観客の動員に影響があるのかを調べるため

に、2013年度の平均入場者数のデータは Jリーグの公式ホームページにある年度別入場者

推移から 2013年度の各クラブの平均入場者数を利用した（14）。なおこのデータは各クラブ

の J１リーグ戦のホームの試合数 17試合の平均入場者数である。 

平均アクセス時間はスタジアムに行く利便性が観客動員にどのような影響があるのかを

調べるために、平均自由裁量所得はレジャーや趣味など自由に使える 1 カ月のおこづかい

の平均であり、自由裁量所得によって観客動員は変化を調べるために、Jリーグスタジアム

観戦者調査 2012サマリーレポートのデータを利用した（7）。 

スタジアムの規模は、スタジアムの大きさによって観客動員がどれほど変化するのかを

調べるために、Jリーグの公式ホームページのクラブ情報のページに載っているホームスタ

ジアムの収容人数を利用した（15）。ただし、横浜 F.マリノス・名古屋グランパスエイト・セ

レッソ大阪（図ではそれぞれ横浜・名古屋・ｃ大阪と表記）は複数のホームスタジアムが

存在するため、ホームスタジアムとしての利用頻度が多かったスタジアムの収容人数を利

用した。 

チケットの最安価格は、チケットの値段の違いによって観客動員にどのような影響が出

るのかを調べるために、利用した。各クラブのホームページに載っている、大人が当日券

を買う場合に、最も安い席の値段をチケットの最安価格とした。（ 16）（ 17）（ 18）（ 19）

(20)(21)(22)(23)(24)(25)(26)(27)(28)(29)(30)(31)(32)(33) 
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（図表 3-1 分析に利用したデータ） 

平均入場者数（人） 平均アクセス時間（分）順位（位） 平均自由裁量所得（円）スタジアムの規模（人） チケットの最安価格（円）

広島 16209 62.8 1 29200 50000 2500
横浜 27496 53 2 35800 72327 2600
川崎 16644 42.4 3 39900 20693 2500
ｃ大阪 18819 51.2 4 34700 20500 2500
鹿島 16419 118.7 5 39800 40728 2500
浦和 37100 61.1 6 44700 63700 2000
新潟 26112 48.9 7 28300 42300 2500
東京 25073 50.5 8 36500 49970 2500
清水 14137 66.5 9 35100 20281 2800
柏 12553 49.1 10 38100 15349 2500
名古屋 16135 67.4 11 35700 20000 2500
鳥栖 12026 52.5 12 28400 24490 2500
仙台 14866 43.7 13 33600 19694 2900
大宮 11138 41.5 14 34000 15600 2700
甲府 12614 37.3 15 31700 17000 2500
湘南 9911 33.2 16 31600 18500 2500
磐田 10895 67.6 17 39100 15165 2800
大分 11915 37.1 18 25300 40000 2500  
（出典： 

（7）（14）（15）（16）（17）（18）（19）(20)(21)(22)(23)(24)(25)(26)(27)(28)(29)(30)(31)(32)(33)） 

 

3.3.3 データ分析の方法と結果①～相関係数を利用した分析～ 

 最初に散布図と相関係数を利用した分析を行う。図表の 3-2～3-6は縦軸を平均入場者数

に固定し、横軸をそれぞれの項目にして散布図を作成した。 

図表 3-2・3-4・3-5はそれぞれ平均アクセス時間が長いほど・平均自由裁量所得が多いほど・

スタジアムの規模が大きいほど平均入場者数が多くなっている傾向があるように見える。

そこから、この 3つの変数は入場指数と正の相関を持つことがわかる。また、図表 3-3・3-6

は、それぞれ順位が低いほど・チケットの最安価格が高いほど平均入場者数が少なくなっ

ている傾向があるように見える。そこから、この 2 つの変数は入場者数と負の相関を持つ

ことがわかる。  

 

（図表 3-2 平均入場者数と平均アクセス時間の散布図） 
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（図表 3-3 平均入場者数と順位の散布図） 
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（図表 3-4 平均入場者数と平均自由裁量所得の散布図） 
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（図表 3-5 平均入場者数とスタジアムの規模の散布図） 
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（図表 3-6 平均入場者数とチケットの最安価格の散布図） 
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ちなみに、相関とは、「例えば、国語・英語・数学の 3教科のテストを受験した 100人に

ついて、国語の得点と英語の得点のデータを見たところ、『国語の得点が高い人ほど英語の

得点が高い』傾向にあった(34)」とする。「このような量的変数どうしの関係のことを相関（34）」

という。また、2つの変数をｘ・ｙとすると、変数 xが大きいほど変数 yも大きい傾向があ

ることを正の相関といい、変数ｘが大きいほど変数ｙは小さい傾向があることを負の相関

という。 

次に、この結果をふまえて相関係数を求めていく。相関係数は以下のような式で求まる。 

 

ｒ
ｘｙ

=

ｓ
ｘｙ

ｓ
ｘ
ｓ

ｙ

 

 

この式の左辺ｒ
ｘｙ

は相関係数を表し、右辺の分子ｓ
ｘｙ

は共分散、分母のｓ
ｘ
・ｓ

ｙ
は変数

ｘ・ｙの標準偏差を表している。相関係数は-1～1の間の数値を取り、1に近い時は正の相

関があり、-1に近い時は負の相関があり、無相関に近くなると 0に近い値となる。しかし、

どこからが正の相関や負の相関になるのかという明確な基準はないので、Ｒによるやさし

い統計学に載っている基準を利用する。それを表したものが図表 3-7であり、この表を基準

にして分析していく。 
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（図表 3-7 相関係数の基準を表した表） 

相関係数 大きさの評価

　-0.2≦ｒ≦0.2 ほとんど相関なし

　-0.4≦ｒ＜-0.2　0.2＜ｒ≦0.4 弱い相関あり

　-0.7≦ｒ＜-0.4　0.4＜ｒ≦0.7 中程度の相関あり

　-1.0≦ｒ＜-0.7　0.7＜ｒ≦1.0 強い相関あり  

（出典：Ｒによるやさしい統計学） 

 

 そこで、エクセルを利用して相関係数を求めると、図表 3-8の表のようになる。この表は、

例えば平均アクセス時間と平均入場者数の相関係数 0.13は、図表 3-7によりほとんど相関

がないということがわかる。今回の分析では、平均入場者数と関連しそうな要因関係を調

べるので、色のついている部分を利用する。 

したがって、相関係数が 0.80である平均入場者数とスタジアムの規模には強い相関があ

る。次に、相関係数が-0.60 である平均入場者数とチケットの最安価格と、-0.59 である順

位と、0.41である平均自由裁量所得には中程度の相関がある。最後に、相関係数が 0.13で

ある平均入場者数と平均アクセス時間にはほとんど相関係数がないことがわかる。よって、

平均入場者数と最も相関があるのはスタジアムの規模、最も相関がないのは平均アクセス

時間であることがわかった。 

 

（図表 3-8 相関係数） 

平均入場者数 平均アクセス時間 順位 平均自由裁量所得 スタジアムの規模 チケットの最安価格

平均入場者数 1.00
平均アクセス時間 0.13 1.00
順位 -0.59 -0.36 1.00
平均自由裁量所得 0.41 0.43 -0.32 1.00
スタジアムの規模 0.80 0.21 -0.55 0.10 1.00
チケットの最安価格 -0.60 -0.05 0.32 -0.25 -0.49 1.00

 

3.3.4 データ分析の方法と結果②～重回帰分析を用いた要因分析～ 

ここでは、観客動員数が何に最も影響を受けているのかを分析する。そのために、重回

帰分析を用いる。「回帰分析とは、1つあるいは複数の変数の値を用いて、ある 1つの変数

の値を予測するために用いられる多変量解析の一手法（34）」である。そして、「独立変数が

複数個ある回帰分析を重回帰分析といい、1つのみの場合を単回帰分析と（34）」いう。 

エクセルで重回帰分析を行った結果が図表 3-9である。まず分析結果に関係する主な統計

指標や概念について以下に記述する（35）。 

重相関Ｒ2 とは、重決定係数のことであり、求めた重回帰式のよさを見る指標である。0

≦Ｒ2≦1の値を取り、1に近づくほどよい式であるとされ、図表 3-9の結果によると、0.81
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となっているため、この重回帰式はデータによくあてはまっていると考えられる。 

観測数とはデータの個数のことである。このデータはＪ1の 18チームを対象に行ってい

るので、図表 3-9には 18と記載されている。 

回帰と自由度に囲まれたセルにあるのは説明変数の個数であり、このデータは平均アク

セス時間・順位・自由裁量所得・スタジアムの規模・チケットの最安価格の 5 つの説明変

数を使用しているので、図表 3-9には 5と記載されている。 

係数は切片とそれぞれの説明変数の回帰係数であり、3.3.5で使用する予測値の計算にも

利用する。予測値は以下のように求められる。 

 

観客動員数＝13328.90－81.25×平均アクセス時間－202.46×順位＋0.51×自由裁量所得

＋0.26×スタジアムの規模－6.14×チケットの最安価格 

 

この数式を見ると、係数がマイナスの値つまり平均アクセス時間・順位・チケットの最安

価格は観客動員数に負の影響を与え、係数がプラスの値つまり自由裁量所得・スタジアム

の規模は観客動員数に正の影響を与えることがわかる。このように、各説明変数は観客動

員数に影響を与えていることがわかる。そこで経営者は例えば、平均アクセス時間を短く

するために最寄り駅からの無料バス運営、チケットの価格を 10回買うと 1回分無料にする

などのような工夫が考えられる。 

ｔ（切片を除く部分）はｔ値といい、被説明変数ｙに対しての各説明変数の影響度を表

しており、要因分析にも利用する。 

 

（図表 3-9 回帰分析実行結果） 

概要

回帰統計

重相関 R 0.90
重決定 R2 0.81
補正 R2 0.74
標準誤差 3711.23
観測数 18.00

分散分析表

自由度 変動 分散 観測された分散比 有意 F
回帰 5.00 725579231.57 145115846.31 10.54 0.00
残差 12.00 165278384.43 13773198.70
合計 17.00 890857616.00

係数 標準誤差 t P-値 下限 95% 上限 95% 下限 95.0% 上限 95.0%
切片 13328.90 18850.89 0.71 0.49 -27743.67 54401.47 -27743.67 54401.47
平均アクセス時間 -81.25 54.55 -1.49 0.16 -200.10 37.60 -200.10 37.60
順位 -202.46 218.10 -0.93 0.37 -677.65 272.74 -677.65 272.74
自由裁量所得 0.51 0.22 2.37 0.04 0.04 0.98 0.04 0.98
スタジアムの規模 0.26 0.07 3.88 0.00 0.11 0.41 0.11 0.41
チケットの最安価格 -6.14 5.71 -1.08 0.30 -18.59 6.31 -18.59 6.31  
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 「要因とは説明変数のことで、要因分析とは、被説明変数に一番影響を及ぼしている説

明変数（要因）をさぐること（35）」である。そこでここでは、観客動員数にどの説明変数が

最も影響があるのかを調べていく。そのために、影響度を計算して、分析していく。 

影響度は以下のように求めることができる。 

 

「影響度＝回帰係数×レンジ」 

 

レンジとは、データの範囲を表しており、図表 3-9の平均アクセス時間のデータを例にする

と、 

 

 平均アクセス時間の影響度 

＝平均アクセス時間の回帰係数×平均アクセス時間のデータのレンジ 

        ＝－81.25×（平均アクセス時間の最大値－最小値） 

 

であり、このように求めていく。 

 このようにして他の項目も計算してグラフにした結果が図表 3-10である。影響度は絶対

値が大きいほど、その要因が被説明変数に対して影響を及ぼす力が大きい。したがって、

観客動員数に最も大きく影響を与えているのがスタジアムの規模であり、2番目は自由裁量

所得、3番目は平均アクセス時間、４番目はチケットの最安価格、最も影響がないのは順位

という結果となった。 

 この結果は、例えばスタジアムの規模は大きければ大きいほど観客が多く入ることがで

きるので、必ずしもスタジアムの規模が観客動員数に最も影響があると言いきることはで

きないかもしれない。しかし、順位が今回の項目の中で最も観客動員数に影響が少なかっ

たというのは、予想外の結果であり、これは順位に関係なくスタジアムに足を運んでくれ

るサポーターが多いという結果であろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23 
 

（図表 3-10 影響度の調査結果） 
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 また影響度はｔ値を用いることもあるので、図表 3-9のｔ値を利用し、グラフにしたのが

図表 3-11である。この結果でも図表 3-10の結果と同じになったので、影響度の値は正しい

ということがわかる。 

 

（図表 3-11 ｔ値を利用した影響度） 
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3.3.4 データ分析の方法と結果②～予測値の利用～ 

今までの分析で、スタジアムの規模が観客動員数に最も影響があるということがわかっ

た。そこでここでは、スタジアムの規模が最も小さい磐田がスタジアムの規模が最も多い

横浜の環境になった場合、どれほど観客動員数に影響を与えるか調べていく。よって、予

測値を使い分析していく。 

予測値とは、「この回帰分析で求められた回帰式に、説明変数（成分Ａ，成分Ｂ，成分Ｃ）

の値を代入し計算した結果（35）」のことをいう。予測値は回帰式を利用して行う。 

回帰式は、図表 3-9の係数を利用して、 

 

観客動員数＝13328.90－81.25×平均アクセス時間－202.46×順位＋0.51×自由裁量所得

＋0.26×スタジアムの規模－6.14×チケットの最安価格 

 

と求めることができる。 

図表 3-9の平均アクセス時間・順位・自由裁量所得・チケットの最安価格は磐田のデータ

を、スタジアムの規模は横浜のデータをそれぞれ代入することによって、スタジアムの規

模が横浜ほどになった場合の予測値を求める。上の回帰式にデータを代入していくと、 

 

観客動員数 

＝13328.90－81.25×67.6－202.46×17＋0.51×39100＋0.26×72327－6.14×2800   

＝25948.6 

 

となり、磐田の観客動員数は 10895人だったので、15000 人以上多くなっていることが分

かる。もちろん、この結果によってスタジアムの規模を大きくしたら、直接観客動員数が

増えるというわけではないが、Ｊリーグにとってスタジアムというものが大きく観客動員

数に影響していることがわかる。 
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第第第第 4444 章章章章    ブンデスリーガブンデスリーガブンデスリーガブンデスリーガ    

 

4.1 ブンデスリーガの歴史 

 ここで、少し別の国のリーグにも目を向けてみる。それは、現在観客動員数がフットボ

ールの中で１位であるブンデスリーガである。なぜここでブンデスリーガを取り上げるの

かというと、Ｊリーグはもともとブンデスリーガを例にして作られているからである。そ

して、今後Ｊリーグが復興するためには成功しているブンデスリーガを参考にするのが最

も有効であると考えている。 

 そこで、まずブンデスリーガがなぜここまで復活したのかについてみていく。もちろん

ブンデスリーガにも今のＪリーグのように低迷していた時代がある。ヨーロッパにはＵＥ

ＦＡリーグランキングというものがあり、ランキングが高いほどその国から多くのクラブ

が UEFAチャンピョンズリーグやヨーロッパリーグに出場することができる。「このランキ

ングでブンデスリーガが最後にトップに立ったのは、1990 年のことだった。それから現在

までのおよそ 20 年、トップの座がセリエ A からリーガ・エスパニョーラへ、そしてプレミ

アリーグと推移する一方で、ブンデスリーガはひっそりとメインストリームから姿を消し

た。（36）」しかし、2008 年のリーマンショックを契機にドイツは再び上昇し、UEFA ランキン

グは 3位に上がった。 

 なぜブンデスリーガが復活したのかというと、「90 年代、衛星放送が整備されて放映権が

拡大するとともに、欧州のフットボール界には大金とビジネス的な論理が持ち込まれた。

フットボールで金もうけができる時代がやってきたのだ。だが、ドイツ人は見境なく経営

を拡大させるよりもクラブの公共性を守る道を選んだ。国外資本の比率を抑え、負債を厳

しく制限するライセンス制度が発足したのは 01 年。同じ頃、平均年齢 30 歳のドイツ代表

が 1 勝もできずに大会を去ったユーロ 2000 を経て、DFB（ドイツサッカー連盟）は国内の

すべてのプロクラブにユースアカデミーの設置を義務づけた。こうした「構造改革」から

10 年、2 流の烙印を押されたブンデスリーガは「フットボールの理想郷」として表舞台に

帰ってきた。（36）」このような理由でブンデスリーガは復活したのだが、もうひとつ大きな

理由がある。それは 2006 年のワールドカップ（W 杯）の開催地がドイツに決まったという

ことである。そこで、「自国開催の W 杯という明確な目標ができたことで、DFB（ドイツサ

ッカー連盟）は 6 年後に向けた長期的な計画を立て、あらゆる分野の改善に乗り出した。

その中で、ブンデスリーガが誇る「財産」は次々と築かれていった。そう、各地に誕生し

た新しいスタジアムだ。（36）」 
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4.2 スタジアムの重要性 

 このように、スタジアムはブンデスリーガの復活に大きな影響をもたらしたのだが、い

ったいどれほどの効果があったのだろうか。「ドイツのスタジアムの多くは、やはり自国開

催だった 74 年 W 杯に合わせて建設、改修されたものだが、当時はフットボールの生中継な

どなかった。ファンは録画中継やハイライト番組を見るくらいで、試合をライブで楽しみ

たければスタジアムに行くしかなかった。しかし、80 年代には生中継が一般的になり、90

年代には衛星放送網が整備される。イギリスで有料放送の「B スカイ B」が発足し、それと

タッグを組む形でプレミアリーグが組織されたのは 92年。時を同じくして、ドイツでも有

料放送「プルミエール」がブンデスリーガを定期的に生中継するようになった。これは、

スタジアムがテレビと戦わなければならなくなった、ということを意味していた。スタジ

アムを満員にするためには、人々がテレビのスイッチを切ってソファから立ち上がるよう

にしなければならないのだ。（36）」そして例えばハンブルガーSV というクラブでは、陸上ト

ラックを取り除きスタンドを全面的に半透明の屋根で覆うなど試合を見やすくするための

改修工事を行った。そして元々7 万 5 千人収容の陸上競技場は 5万 7千人収容のフットボー

ル専用スタジアムへとなり、旧スタジアムの時には約 3 万人ほどだったが、新スタジアム

が完成した年には約 4万 2 千人に上昇した。その後ドイツ各地で同じようなことが起こり、

フランクフルトというクラブチームのホームスタジアムでも改修工事を行い、今では平均 4

万 7 千人の観客が訪れている。2013 シーズン現在では、1 部リーグで陸上トラックが付い

ているチームは 1 チームのみであり現在でも観客動員数を増やし続けている。 

また、ブンデスリーガのスタジアムは雰囲気が良いのもひとつの特徴である。ブンデス

リーガはさきほども書いたように世界一の観客動員数であり、女性や子供も多く訪れてい

る。よって、「観客が男性だけではなく、女性や子供も多いからだろうか。殺気立った空気

のなかに、和やかなファミリームードが調和し、実に楽しい雰囲気（37）」なのである。そし

て現在ブンデスリーガは観客動員数世界一になるまで復活したのだが、他にどのような魅

力があるのだろうか。 

 

 

4.3 ブンデスリーガの魅力 

 ブラジルのコンサルタント会社 PLURIが 2012年 10月 16日に発表した世界各国のサッ

カーリーグの観客動員数などをまとめたデータによると（38）、日本の Jリーグの平均入場者

数が 16572人の世界で 12位なのに対して、ドイツのブンデスリーガは 45083人と 2位の

イングランドプレミアリーグの 34604人に圧倒的な差をつけて 1位となっている。 

さらに驚くべき結果はスタジアムの収容率である。J リーグが 52％なのに対して、ブン

デスリーガは 93％という驚異的な数字となっている。その中でも特に観客動員数が多いの

は日本人の香川信司がつい最近まで在籍していたボルシア・ドルトムントと去年チャンピ

ョンズリーグを制覇したバイエルン・ミュンヘンである。「昨シーズン、ドルトムントの平
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均入場者数は 8 万 521 人で、これは欧州の全クラブ中トップの数字だった。バイエルンで

も事態は似たようなもので、7 万 1000 人を収容するアリアンツ・アレーナが必ず満員にな

る。実際、バイエルンのリーグ戦のチケットは、この 5 年間で 1 枚も売れ残ったことがな

い（36）」というほど人気を維持している。 

 なぜブンデスリーガの観客動員数がこれほど多いのかは前節で述べた通り新しいスタジ

アムになったことが大きいと思われるが、他にも様々な理由が考えられる。理由のひとつ

にチケットの安さが考えられる。ガーディアン紙によるドイツブンデスリーガ・イタリア

セリエ A・スペインリーガ・イングランドプレミアリーグである欧州 4大リーグのデータを

利用した（図表 4-1）と（図表 4-2）のグラフをみる。（39）このグラフの Cheapest Ticket と

Most Expensive Ticket はそれぞれのリーグの最も安いチケットの平均と最も高いチケット

の平均をあらわしている。このグラフをみると、マッチデーのチケットやシーズンチケッ

トの価格は他のリーグと比べてブンデスリーガは安いということがわかる。さらに、「試合

のチケットを持っていれば、スタジアムまでの公共の交通機関は無料で利用できる。UEFA

は基本的に立見席を認めていないが、DFB は安いチケットを求めるファンのために、国内リ

ーグに限るという条件で UEFA から特別に許可を取りつけている。（36）」このようなサポータ

ーを大事にする心づかいが、ブンデスリーガが人気である理由のひとつなのだろう。 

なぜこんなに安いのかというと、ドイツのクラブはチケットの値段を上げるとサポータ

ーが離れていくということを知っているからである。なので、その代わりに例えばバイエ

ルン・ミュンヘンの本拠地であるアリアンツ・アレーナにはビジネスラウンジがあり、地

元の企業がこのラウンジを年間で契約し、試合の日は顧客を招き平日にはミーティングル

ームとして利用する。またレストランやグッズを売るファンショップなどは平日も営業し

ているので常にスタジアムには人が出入りしている。このようにしてチケットの価格を上

げずに収益を上げる努力を行っているのである。 

 また、ブンデスリーガの人気の理由にクラブ間の実力が拮抗していることもあげられる。

ブンデスリーガ公式にある記事によると（40）、たしかにブンデスリーガにはバイエルン・ミ

ュンヘンのようなビッグクラブはあるがそれだけが全てではなく最近の 12年間で 6つの異

なるチームがタイトルを獲得している。このようなビッグクラブがありながらも、同じク

ラブばかりが優勝するわけではなく、多くのチームが優勝争いに絡んでいる。これが多く

のサポーターがブンデスリーガにひきつけられる理由なのだろう。 

ではなぜこれほど実力が拮抗しているのだろうか。ガーディアン紙によると（41）、その理

由はブンデスリーガの 1オーナー制の禁止のルールがあるためである。1 オーナー制とは、

１つのクラブを巨大な親会社が大量の資金を出すことであり、ブンデスリーガではこれが

禁止されている。つまり、オーナー企業が出資することは可能であるが、重要な決定をす

るための権利は 49％以下しか持っていない。残りの 51％以上はサポーターなどの会員が持

っている。よって、1 人の人間（例えば巨額の資金を持っているオーナー）がクラブを思い

通りにすることができないようになっている。しかし、ヴォルフスブルクとレヴァークー
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ゼンの 2 チームは伝統的にそれぞれフォルクスワーゲンと製薬会社であるバイエルンが所

有しているクラブなので、このルールの例外とされている。また無理な借金をつくり年俸

の高い選手を連れてくることも禁止されている。よって世界的なスターを呼ぶことは難し

いが、クラブが大きな借金を抱えるリスクも低くなっているのである。このようなルール

によってブンデスリーガは健全な経営を可能にしている。 

 

（図表 4-1）平均マッチデーのチケット価格 

 

（出所：the guardian） 

 

(図表 4-2)平均シーズンチケット価格 

 

（出所：the guardian） 
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4.4 ブンデスリーガの経営 

 このように、ブンデスリーガは様々な努力を行っているのだが、他にはどのような経営を

行っているのだろうか。ブンデスリーガにしかない制度としては、ドイツ人枠というもの

がある。これは、①1つのチームには最低でも 12人のドイツ人選手を登録しなければなら

ない。②8名は 15~21歳までに 3年以上ドイツの育成機関で育った選手でなければならな

い。③4名は自分のクラブの下部組織で育成した選手でなければならない。という制度であ

る。ガーディアン紙によると(41)、現在ブンデスリーガ 525人の選手のうち 60％がドイツ人

であり、選手の平均年齢は 24歳である。一方でイングランドプレミアリーグは、イングラ

ンンドの選手は 39％しかいない。 

なぜこれほどの差があるのだろうか。それはプレミアリーグの EU に加盟している国の

選手を無制限で受け入れているからである。これはスペイン・イタリアでも同様である。

しかしドイツはドイツ人の選手にプレーする機会を保障するため、ドイツ人枠というもの

をつくっているのである。その結果、年俸の高い選手より若く良い選手が集めるようにな

り、また育成を大切にすることにより地元のサポーターがより愛着を持つことができるの

だろう。 

 また、ブンデスリーガのマーケティングはきめ細かい対応を行っている。「たとえば毎年

クリスマスの時期が来ると、フランクフルトの選手たちは 2~3 名のグループになって、フ

ランクフルト市郊外の小学校を訪れてサイン会を行っている。そして、その小学校の生徒

たちを、順番にホームの試合に無料で招待するのだ。（42）」このように、子どもの頃から選

手と直接話たり、試合を観に行くことによって、サッカーに興味を持つきっかけとなり、

将来サポーターとなってくれることを期待しているのである。 

また、ドイツではサポーターのエリアを拡大するためにテストマッチを利用することが

常識となっている。「どのチームもシーズン前に 5,6試合、テストマッチを行う。その練習

試合を、ホームスタジアムでやるのではなく、あえてホームタウンから少し離れた町で開

催するのだ。FC東京でたとえるなら、八王子で試合をするといったような感じだ。（42）」そ

の時に対戦する相手は地元のアマチュアチームなどと行うので、大差になってしまうこと

もあるのだが、もしプロから 1 点でも取る事ができれば盛り上がり双方にとって良い事業

である。 

他には、サポーターに身近な存在となるのに大きな効果があるのが、4.3でも少し触れた

クラブ会員による投票のシステムである。ドイツのクラブでは、一定の年間料を払うと、

クラブの会員になることができ、年間シーズンチケットを割引で買うことができるたり人

気試合を優先的に手に入れることのできる特典などが得られる。ちなみにクラブ会員の価

格は、例えばバイエルン・ミュンヘンだと 50ユーロであり、日本円で約 6000円ほどであ

る。しかし、クラブ会員の最大の特典は、クラブ総会における投票権である。「ブンデスリ

ーガのクラブでは、年に一度、クラブ会員を集めた総会が行われる。年によってはクラブ

理事の選挙が行われ、会員の投票によって理事が決められる。つまり、ファンは投票とい
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う形で、クラブ運営に関われるということなのだ。（42）」 

このように、ドイツのクラブはどんな場においてもクラブに関わるひとにお徳感を提供

している。ブンデスリーガを手本にしてつくられた Jリーグにとって今一番必要なことは、

ささいで小さなことから着実にサポーターを増やしていく努力であるのだろう。 
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第第第第5555章章章章    結論結論結論結論    

 

 Ｊリーグが始まって 20年。始まった当初は多くの観客がスタジアムに足を運んだ。世界

的に有名な選手を呼び、観客はスーパープレイを期待して観に行った。現在、観客動員数

は頭打ちになり、世界的に有名な選手もほとんどいない。しかし、私は現在の状況に悲観

はしていない。なぜなら、近年の観客動員数は減少しているわけではなく、ほぼ平行に推

移しているからである。世界的に有名な選手を獲得するには多額のお金がかかり、経営を

圧迫する。クラブライセンス制度が 2012年に施行され、経営があまりにも悪い場合にはＪ

リーグのライセンスが交付されない可能性があり、健全にクラブを運営していくことが求

められている。 

このような中、Ｊリーグのクラブが行わなければならないことは、地域に密着した活動

であろう。第 3 章・第 4 章にも記述したように、スタジアムは観客動員数に大きな影響を

与えるということがわかる。ドイツでは、市民は試合が行われていない時でもスタジアム

に足を運ぶ。レストランなどが営業しており、市民生活の一部となっているのである。来

シーズンからＪ1に復帰するガンバ大阪は 2015年に新スタジアムが完成し、サンフレッチ

ェ広島は新スタジアムをつくる計画がある。Ｊリーグのクラブが今後観客動員数を増やす

ためには、スタジアムが市民の生活の一部となり、試合がある日にはあたりまえのように

足を運ぶような環境を、時間をかけてゆっくりつくりあげていくことが必要であると私は

考える。 
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